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保存的治療で治癒せしめえた胆石症遺残結石の l例
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緒雷

胞石症の外科治療にあたっては出血，胞道網fU.鉱

石のとり残しなどに御意しているが，なお再手術を行

なわざるを得ない場合も稀でない。我々の症例も術後

総胞管法残結石が証明され，再手術を考l留しながら

も，ー応保存的に胞道洗浄を繰返し行った給処. ~I;乎

術的に治癒させた症例を経験したので報告する。

定例

53才主婦，肥満体.既往mtに特記すべき良也はな
L、。
初日曜:昭和49年2月いわゆる問主主主管様の仙術発作

があり， 他病院で1ヶ月 の入院治療をうけた。この

際.発熱も賛箆もなく経快したが.同年4凡下旬より

食後の右季JtJJ部痛が現われ，楽院した。

現症:顔貌やL苦悶状，発熱及び策痕なく，服部所

見では右季肋部に鶏卵大の腿婚を触れ，圧痛及びft~

の筋性防禦を認め，急性腿畿炎として入院した。

経過:依存約療法により急性胞護炎の症状は続快

し 1週間後に DICを行った結果，総飽管t.'i石及び

胞凝結石カ15正明され，総胞管鉱張も認められ(図 1).

手術を行なった。右上腹部経腹話Z筋切開により附~

し，胞褒を摘出，総胞管切開結石橋出後.T:i:管ドレ

ナージを施行した。結石は帽針頭大から小指~JI大で，

いずれも茶褐色で談合国を宥する混合石であり，総Jm

管内に57個.1m畿内には 195舗あった〈図2)。術中，
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生理的食邸水で充分に胞道洗浄を行ない，十二指腸へ

の注入にも抵抗がなかったが，総胆管結石が多数存在

していたこと及び総胞管の拡張が認められたのでT字

管を留位した。なお，術中阻道遺影を獄みたが.T字
管内の空気の除去がうまく行かないために造影を断念

した。

術後6m日.T字管より巣粒大のJ込色結石Iこ力、場1，
出された。 T字管より飽汁の流出は良好で. 1 B 250 

~反狗cc に及び，肉眼的には淡j\'Hf~色透明であった。

そこで術後8病自にT字管を遮断するとが~3時間で右

'f-肋部に膨満.感不快感が出現した。その後も，小さ

い黒色結石が排他され，術後2週間経過してT字管を

遮断しても符び右季肋部の不快感が出現した。これま

で小結石が1十7こ排出されたこと及びT字管を遮断す

ると胞道の閉銭症状が現われることから逃残結石が疑

われたa そのため術後3週にT字管より造影を行なっ

てみると，総胞管手L頭部近くに O.6xO.8cm大の陰彫

欠鎖を認め14>1立の変換によってこれが少し移動するこ

とを認め，巡残結石が明らかとなった〈図3. 4)。

しかし滋者の不満と危倶は大きく，術者としても再

手術を早急に行なうことは不可能と考えた。そこで最

近.)立総結石徒に対して結石浴解液1)による治療が行

なわれ好成絞をあげていることに注目し.5%ヘキサ

メタ燐酸ソーダ200ccによる点滴洗浄を開始した。点

滴洗浄12日自に今まで続いていた右参肋部の不快感が

急激に消失した。点滴洗浄を2週間続けたのち造影を

行ない，総胞管乳頭部の遺残結石が消失したのを確認
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図 1 術fJij J) 1 C 

11巨漢t41j石とl11;'Mした総胞管に付i石ヵt，itめられる。
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図 2 結石l川口針新大から小街頭大で.いずれも茶褐色でJ集会商を

有する似合右である。
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依存的治療で治総せしめえたH!!石依j立伐結石の1似i

図 3 f~f 後 :iìl!l )J且~造影

乳~1i i~;近くに O.6XO.SClll 大の除彬欠J対1象。

図 4 術後 3週fl!!管造影

(~;位の変徐により陰影欠損{象が少し移動する。
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図 5 14 1日1洗浄後

結 Z-'iif.'i ~ 
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した(関5)。史ilニ1週間後の再造影じより結石陰影

(t. FæめられないのでT字~'を抜去した。 f':}1孔は間もな

く1'1然にIlfl$J'i し，術後8~目に余治;1lI涜した。

なお手術時の麻再i‘は気管内締管の下にフローセンを

使用した。肝駿能検査では GOT. GPTの変動をみ

ると.5%ヘキサメタ燐荷主ソーダ}点滴洗浄後に異常

尚{嵐会示し，その 1ヶ月後には正常に復していること

が判明した(図6)。

考案ならびにむすび

胞道系の符l'術がどのくら~ .の頻度-で行なわれた

が手先の文献を抗jべてみると，新1j.!.t2)1':'よれば胞正i

lig. Il!l~~炎の総手術 729 例rf:tïO例lで. 月干r"J*，'i石が25(~針j

(34. 3~めとj長も多く，次いで総胞11*1;:{ヲ22例 (3 1. .1 

F幻であってこれら結石の泣~~交は再~êiニ対する蒋手

術例が大学生占め，術後綴痕性胞)(i侠~5 例 (7 %)・

止さ~Yj陣容 5 例 (7 %).その他となっている。また香

JJ幻によれば胞jli疾巡に延べ58.1の手術が行なわれ，

j1玉手術は73(~lJで二のう ち21例中 9 例 (~2.8%) はIYJ ら

かなJ.tl7.交付i石，他の12例 (57.2%)，主将細胞石と抗定

し.llli石のJ町北がI作j本であると述べている。

1111:{.5'の附mやff.従場所とIl!!石子術後の経過との閥係

;二ついては亀仰のは従米いわれているようじ， 1I!i~~;に

fr:在するピ系石は術後のあI!W'~を(f:~必く. sl!昔前二の

λ存在するコ系石では比較的少なしと述べている。犯

に紙i質的によれば.1.I;j後のfR.Utが不満足なt，E例ではsf!
竹鉱彼の彩るしいものが多く，このようなlll!'n'鉱張例

1.1:総IJl!'Ìf~端の病変が術後I.:.，!íf長する二とも汚えな〈

てはならないと :1マ張 している。宇l~.ií i"a兆~I二対しては

夜JP> も 1(l)Jt~~で，胆石のJ立伐と符~êとLtその治療プj

Hヵ~.-i;:質的に黙なることを強測し，手lDJii':iI~兆?~I二合併

するピ系石tr;立伐と誤認して乳頭ï'~i;J炉慣な紋i伏すると

後円ピ系石の再発を米たすと祭íHて乳îlJi則1B1J~1lG、.~

である二と~示唆している。

Hicken et al.町二よれば術斗a胞滋造影を行なわなか

ったl時期の胆石造事長率は19%であったが.術'I's!!道主主

協を行うようになって11%い減少しさらにJ'{.jfJil前に

IIU.道治彩をjßlJIlする よう じなって1111石;U~'jH~;(( .t.IJb Iニ
減少したと対日告 l. その有閑組:をiJ!i!，~!，j したが. 今や術

'1'llIiìti巡~~，土不 ， if欠の診断絞術となっている。また1怯

返では}出jnl'EiI\IJ~ も有怠義とー考えられている J

i立~*~;石に対する治療法として. lj T乎:管企介して

胞石溶解淡を注入する方法.2)カテーテルをfIj¥.て機

微的l二結石を嫡出する方法.3)再予ft.j. ~)掠状が出現
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するまで放i配する方法の 4通りがあり，なんらかの方

法で結石を除去することが援ましい九本例は脱線搬

出および胞管紡石摘出を行なったのちT字管を抜去す

る前の比較的早期に池波結石を発見し. 5%ヘキサメ

タ燐餓ソーダーによる点滴洗浄をT:J.ニ管を介して行っ

て治Sました症例で.結石浴解割安による逃残結石の治療

が期待できることを報告した。

〈本論の姿旨はl1R和.J9年10月日本臨床外科医学

会でi自加発表した。〉
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